
　

9
月
18
日
㈮
、
町
の

敬
老
会
が
体
育
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
約
６
０

０
人
の
参
加
し
た
高
齢

者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

長
寿
と
健
康
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
ま
ず
町
長

が
あ
い
さ
つ
し
、
年
々

高
齢
者
が
増
え
て
き
て

い
る
長
寿
社
会
に
喜
び

を
述
べ
、
米
寿（
88
歳
）

の
長
寿
者
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚（
結
婚
60
年
）、

金
婚（
結
婚
50
年
）の
顕

彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
佐
野
修
さ
ん

（
田
茂
木
地
区
）が
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
、
式
は
と
ど
こ
お
り
な
く
終
了
。

こ
こ
で
昼
食
と
な
り
、
地
区
の
み
ん

な
や
気
の
合
う
仲
間
た
ち
と
一
緒
に

談
笑
し
な
が
ら
、
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　

昼
食
が
終
わ
る
と
い
よ
い
よ
お
待

ち
か
ね
の
「
芸
能
発
表
会
」。
秋
元

正
美
さ
ん（
豊
島
地
区
）の
巧
み
な
司

会
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
ス
コ
ッ

プ
三
味
線
を
披
露
し
、
そ
の
ほ
か
唄

や
踊
り
の
披
露
と
続
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
出
演
者
に
対
す
る
歓

声
と
拍
手
そ
し
て
笑
い
が
こ
だ
ま
し

て
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

　

8
月
30
日
㈰
、
小
泊
の
マ
リ
ン
パ

ー
ク
内
特
設
コ
ー
ス
で
、
町
民
・
学

童
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が

約
50
人
の
参
加
者
を
集
め
開
か
れ
ま

し
た
。

　

6
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
中
里
・
小
泊
両
地
域
の
住
民
が

混
じ
っ
て
編
成
さ
れ
、
お
互
い
に
交

流
し
な
が
ら
の
ラ
ウ
ン
ド
で
、
海
風

を
受
け
な
が
ら
、
楽
し
く
プ
レ
ー
し

て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

随
所
に
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
あ
り
、

ス
ー
パ
ー
プ
レ
ー
を
達
成
し
た
女
性

は
「
ず
っ
と
や
っ
て
な
か
っ
た
の
で

不
安
だ
っ
た
が
、
来
て
よ
か
っ
た
。」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

8
月
31
日
㈪
に
町
長
室
で
、
故
小

寺
一
吉
氏
に
対
す
る
叙
勲
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
寺
氏
は
、
旧
中
里
町
で
町
議
会

議
員
を
昭
和
47
年
か
ら
平
成
12
年
ま

で
務
め
ま
し
た
が
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
平
成
21
年
７
月
15
日
付
け

で
「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章
し
ま
し

た
。

　

ま
た
小
寺
氏
は
、
平
成
12
年
か
ら

町
村
合
併
す
る
平
成
17
年
ま
で
町
教

育
長
も
務
め
、
教
育
行
政
の
発
展
に

も
貢
献
し
ま
し
た
。

　９月５日㈯、「金多豆蔵人形劇場」の定期公演がいよいよ
スタート。午前の部は10時30分からでしたが、予定の50席
をチケット販売開始後15分ほどで完売し、急きょ午前中に
追加公演を行う人気ぶりでした。
　劇場前では「金多豆蔵応援隊」による直売コーナーも設け
られ、開演前の観客で黒山の人だかりができていました。
　劇場内での本番はというと、これもまた大盛況。金多と豆
蔵の絶妙なかけ合いに、劇場の笑いが外に漏れるほどでした。

　将来の職業選択のために、仕事はどういうものかを体
験して役立てようという中里高校の「インターンシップ」
が行われ、町では図書館・博物館で生徒６人を受け入れ
ました。９月１日㈫～３日㈭にかけて行われ、１日目は
図書館業務、２・３日目は博物館の仕事を体験しました。
写真を見てのとおり、皆さん真剣に仕事をしている雰囲
気が伝わってきます。
　「１つ１つに時間をかけているのが分かり、大変だっ
た。」「仕事の大変さが分かった。」「土器洗いが楽しかっ

た。」などの感想
がありましたが、
この大変さが将来
に役立つはず。悔
いのない高校生活
を送って、立派な
社会人になってく
ださい。

平成21年度 敬老会

敬
老
会
が
体
育
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
約
６
０

０
人
の
参
加
し
た
高
齢

者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

長
寿
と
健
康
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
ま
ず
町
長

が
あ
い
さ
つ
し
、
年
々

高
齢
者
が
増
え
て
き
て

を
述
べ
、
米
寿（

長寿の祝い 一同に
金多豆蔵人形劇場 本格始動

海を
眺めながら
ナイスショット
グラウンド・ゴルフ大会

長
年
の
功
績
認
め
ら
れ

故
小
寺
一
吉
氏
が
受
章

中里高等学校
インターンシップ将来の自分のために
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時
間
に
な
る
と
雨
が
上
が
り
、
参
加

者
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
あ
と
参
加
者
は
バ
ス
で

鳥
瞰
台
ま
で
移
動
し
、
道
の
駅
こ
ど

ま
り
に
向
け
て
ウ
ォ
ー
ク
を
開
始
。

鳥
瞰
台
付
近
は
、
こ
の
時
期
に
し
て

は
珍
し
い
霧
に
包
ま
れ
、
竜
飛
崎
な

ど
を
見
渡
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
れ
も
ま
た
記
念
と
い
っ
た
感

じ
で
、
元
気
に
歩
き
始
め
ま
し
た
。

　

1
㎞
ほ
ど
歩
く
と
霧
も
晴
れ
、
さ

わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
天
候
と
な
り
、

参
加
者
の
足
取
り
も
軽
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
思
い

思
い
に
歩
き
、
壮
大
な
景
色
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

絶
景
を
見
な
が
ら
歩
い
て
山
を
下

る
「
竜
泊
ラ
イ
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
が
、

9
月
13
日
㈰
に
約
20
人
の
参
加
者
を

集
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
雨
が
降
り
し
き
る
あ
い
に

く
の
天
候
で
し
た
が
、
ウ
ォ
ー
ク
の

　

十
和
田
か
ら
参
加
し
た
男
性
は
、

「
3
回
目
の
参
加
。
景
色
が
最
高
で
、

や
め
ら
れ
な
い
。（
疲
れ
は
）こ
ん
な

も
ん
で
し
ょ
う
。」
と
ウ
ォ
ー
ク
を

楽
し
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

　

９
月
17
日
㈭
、
小
泊
小
学
校
で
人

権
擁
護
委
員
と
行
政
相
談
員
に
よ
る

「
人
権
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
27
人
を
対
象
に
し
た
教
室

は
、
人
権
擁
護
委
員
の
竹
谷
利
男
さ

ん
と
行
政
相
談
委
員
の
藪
田
由
比
子

さ
ん
が
講
師
と
な
り
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
藪
田
さ
ん
が
、
町
の
困
っ
た

こ
と
を
解
決
す
る
と
い
う
行
政
相
談

員
の
役
割
を
説
明
し
、
そ
の
後
は
竹

谷
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
後
半
は

竹
谷
さ
ん
が
紙
芝
居「
か
さ
じ
ぞ
う
」

を
朗
読
し
、
子
ど
も
た
ち
に
感
想
を

聞
き
な
が
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
る

教
室
で
し
た
。

　９月12日㈯、大沢内名水湧つぼ保存会の主

催で、大沢内湧きつぼの改装が行われました。

　当日は、東北農政局津軽農業水利事務所や

小田川農業水利事業建設所、建設会社などか

ら総勢約80人が集まり、湧きつぼに続く階段

の整備をボランティアで行いました。

　行われた作業は、約１立方メートルの生コ

ンクリートを、200袋に小分けにし、それを

手作業で運ぶ大変な作業です。しかも１袋は

10キロ近い重さ！　腕と足にだんだん疲れが

見え、途中休憩を挟まないといけないほどハ

ードな作業でしたが、なんとか運びきり、き

れいな階段が整備されました。

　作業後はみんなで集まり、湧きつぼの清水

をそれぞれ飲んでいました。重労働だったこ

ともあり、格別のおいしさです。最後に町長

から、ボランテ

ィアで作業を行

ってくれた建設

会社などに対し

て感謝状が贈ら

れ、おにぎりと

豚汁でお互いの

労をねぎらいま

した。

　薄市小学校の５年生17人が、「水と大地の探検隊」という

社会科見学の授業を行いました。

　９月９日㈬に行われたこの授業は、水
み ど り

土里ネット十三湖（十

三湖土地改良区）と西北地域県民局が説明と案内を行い、水

田の水がどこから来てどのように流れていくのかなど、水土

里ネットの行っているかんがい排水機能を学ぶものです。

　一行はまず、芦野頭首工へ到着。頭首工の役割を学び、ア

ユやサケが登る魚道などを見学しました。水土里ネット職員

の江良さんが、「鶴田の球場から年間100球の野球ボールが流

れてくる。」という話に、児童たちはこんな所まで流れてく

るのかと驚きの表情で聞いていました。

　芦野地区の水田では、田んぼの水管理のために用水・排水

がいかに大切なのかを学び、その後若宮ポンプ場を見学しま

した。若宮ポンプ場では、ポンプの制御盤や実際のポンプを

見学し、生活や災害に重要な役割を果たしている機能を学ん

だ後は、魚とのふれあ

いを体験しました。こ

こが一番おもしろかっ

たらしく、児童たちは

大はしゃぎ。中には水

槽に両足をつっこんで

魚をさわる子もいまし

た。

自
分
�
足
�
体
験 

海
�
山
�
�
�
�
�
絶
景

人
権
の大切

さ
を
学
ぶ

重労働本当にお疲れ様でした

町の水管理を楽しく学習
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森
県
、
北
海
道
小
中
学
校
相
撲
中
泊

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
相
撲
協
会
主
催
で
開
か
れ
た
大

会
は
、
1
4
5
人
の
参

加
者
を
集
め
、
県
内
か

ら
の
参
加
の
ほ
か
、
町

相
撲
協
会
と
交
流
の
あ

る
北
海
道
福
島
町
か
ら

も
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

観
客
は
、
ち
び
っ
こ

力
士
の
対
戦
や
中
学
生

の
迫
力
あ
る
対
戦
に
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
中
泊
道
場
の
主

な
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

小
学
校
１
年
の
部

　
　

第
３
位　

成
田　

力
道

小
学
校
２
年
の
部

　
　

優　

勝　

成
田　

花
道

　
　

第
３
位　

神　
　

歩
武

小
学
校
３
年
の
部

　
　

第
２
位　

石
岡　

樹
衣
揮

小
学
校
４
年
の
部

　
　

第
２
位　

石
岡　

弥
輝
也

中
学
校
１
年
の
部

　
　

優　

勝　

打
越　

奎
也

　

中
里
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

会
場
に
、
8
月
30
日
㈰
「
第
1
回
中

泊
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
参
加
選
手
の
交
流

と
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
楽
し
さ
を
町

民
の
方
へ
広
め
る
た
め
に
、
町
体
育

協
会
テ
ニ
ス
部
が
主

催
し
て
行
っ
た
も
の

で
す
。

　

晴
天
の
も
と
、
小

学
生
か
ら
一
般
ま
で

約
40
人
の
参
加
者
が

プ
レ
ー
し
ま
し
た
が
、

一
生
懸
命
プ
レ
ー
す

る
姿
も
あ
れ
ば
、
和

気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
楽
し
ん

で
い
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
も
あ
り
、
初
め

て
の
大
会
と
は
い
え
盛
会
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

A
級
決
勝

佐 

藤
・
長
利（
五
商
高
・
一
般
）３

－

０

小
野
永
・
田
中
礼（
一
般
）

B
級
決
勝

赤
堀
・
田
中
亜（
五
商
高
）３

－

０　

　

秋
元
・
中
村
綾（
中
里
中
）

C
級
決
勝

田
中
大
・
岩
田
大（
中
泊
J
）３

－

０

　

 

中
村
武
・
中
村
亘（
中
泊
J
・
五
所

J
）

D
級
決
勝

古
川
紗
・
葛
西
萌（
中
泊
J
）３

－

１

　

中
村
則
・
木
村（
一
般
）

E
級
決
勝

木
村
真
・
中
村
唯（
中
泊
J
）３

－

０

　

岩
田
菜
・
福
士（
中
泊
J
）

　

中
里
中
学
校
前
の

町
相
撲
場
で
9
月
6

日
㈰
、「
第
5
回
青

　中央公民館横の慰霊碑前で９月３日㈭、町の戦没者追

悼式が行われ、先の大戦でなくなった方たちを追悼しま

した。来賓約40人、遺族会員約100人を集めて開かれた

式では、犠牲者に黙祷を捧げた後、遺族会主催による慰

霊祭を執り行いました。

　続く式典では町長が、「尊い犠牲のもと、日本は今日

の経済発展を手にした。あの大戦は二度と起こさないと

誓うとともに、町の繁栄を温かく見守ってください。」

と述べ、県知事・県遺族連合会長・中里遺族会長が、平

和の大切さや、犠牲となった人々、戦争の恐ろしさを忘

れずに伝えてほしいと、

追悼の辞を述べました。

　戦後64年を迎え、戦

争の記憶が薄れつつあ

る中、一同は不戦と平

和への誓いを新たにし

ていました。

　８月31日㈪、薄市小学校４～６年生

がＢ＆Ｇ海洋センターで水辺の安全教

育を体験しました。

　最初に、教育委員会社会教育課の古

川（Ｂ＆Ｇアクアインストラクター）が、

「川や海の水辺で遊ぶことは楽しいで

すが、危険なこともたくさんあります。」

と説明。紙芝居で勉強をし、服を着た

ままでプールに入水しました。

　児童たちは、背浮きの練習や、ペッ

トボトルを使って救助する方法を習い、

またライフジャケットの安全性を確認

していました。実際に服を着ての入水に

は「服が水

を吸って重

い！」「動き

にくい！」

など感想を

述べていま

した。

〈お詫びと訂正〉
　広報９月号で以下の誤りがありました。
●11 ページ…中里中学校が準優勝とお伝

えしましたが、優勝の誤りでした
●12 ページ…「日本オリンピック協会」→

「日本オリンピック委員会」でした
　申し訳ありませんでした。お詫びして
訂正させていただきます。

少年少女力士の取り組みに歓声
第５回青森県、北海道小中学校相撲中泊大会

あの戦争を、忘れまい
中泊町戦没者追悼式

テ
ニ
ス
の
楽
し
さ
存
分
に

 

第
１
回
中
泊
町
民

テ
ニ
ス
大
会

水の事故防止に一役
B&G海洋センターで
「水辺の安全教育」
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